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第36回日本バイオイメージング学会学術集会
企業協賛のお願い
2026年11月13日
企業・団体各位
平素より日本バイオイメージング学会の活動にご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
日本バイオイメージング学会は、1991年に設立された国内外で唯一のバイオイメージング分野の学術団体です。医学・薬学・農学・理学・工学等の幅広い分野にわたって先端的な研究を展開し、各分野の発展に大きく貢献してまいりました。本学会では、生命体を対象としたイメージング機器、イメージング用蛍光・発光プローブ、イメージング法の開発ならびにその応用に関する理論的・実験的研究を進め、分子・細胞・組織レベルでの生命現象の解明を図り、ひいては病態の診断や治療に役立てることを目指しております。
このたび、第36回日本バイオイメージング学会学術集会および市民公開講座を、2027年9月10日（金）～9月12日（日）に、名古屋市立大学薬学部（田辺通キャンパス）にて開催することとなりました。学術集会は9月10日・11日の2日間、大会テーマ「暑い名古屋で、熱いバイオイメージングを。」のもと、4つのシンポジウム、特別講演、ポスターセレクション、ポスター発表・討論、企業展示を予定しております。分子レベルから個体レベルに至る最新のバイオイメージング技術や研究成果を共有し、研究者間の交流を深めるとともに、若手研究者の育成を図ります。また、9月12日にはどなたでもご参加いただける市民公開講座を開催し、バイオイメージング学の基礎から応用までをわかりやすく解説する予定です。
バイオイメージングは、様々な技術を取り入れながら進化を続けています。研究を支える機器・プローブ・解析技術は、バイオイメージングの重要な要素です。この分野は、学術分野の研究者と産業を担う企業が一体となって発展してきました。企業展示は、会員・非会員を問わず、参加者が新しい技術情報を得るとともに、ユーザーと企業が直接意見を交わす機会となります。本学術集会では、学術的な講演と企業展示を通じて、活発な交流を図りたいと考えております。
つきましては、本学術集会の趣旨にご賛同いただき、企業展示へのご出展ならびに講演要旨集への広告掲載を通じて、ご支援・ご厚情を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
第36回日本バイオイメージング学会学術集会
大会長　矢木 宏和
名古屋市立大学大学院薬学研究科　教授
学術集会と市民公開講座
学術集会の企画と企業との交流
学術集会：2027年9月10日（金）・11日（土）
会場：名古屋市立大学 田辺通キャンパス（薬学部）
シンポジウム4件（各4演題）、特別講演、ポスターセレクション、ポスター発表・討論を予定しております。分子・細胞から組織・個体まで、多様なスケールの可視化技術と研究成果を共有し、医学・薬学・農学・生命理工学等の分野を越えた交流を図ります。
企業展示はポスター会場と同じキャンパスモールに設け、企業プレゼンテーションはシンポジウムの間に宮田専治記念ホールで実施する予定です。貴社の技術・製品・サービスをご紹介いただき、研究開発や共同研究につながる交流の機会といたします。
市民公開講座
見えない世界を「見る」― 細胞から脳、そして宇宙まで
開催日：2027年9月12日（日）9:30～12:15（予定）
会場：名古屋市立大学 田辺通キャンパス（講義室は調整中）
対象：どなたでもご参加いただけます
電子顕微鏡で細胞を、MRIで脳を、電波望遠鏡でブラックホールを。異なるスケールの「見えない世界」を見る3つの講演を通じて、イメージングの原理や研究の面白さをわかりやすく紹介します。講演後には、3名の講演者による総合討論・質疑応答も予定しております。
	時間（予定）
	講演内容
	講演者と所属

	9:35～10:20
	電子顕微鏡で見る細胞の世界
	甲賀 大輔 先生
旭川医科大学

	10:20～11:05
	脳の中心で渦巻く水は、何をしている？
― 睡眠・歩行・認知症の謎に迫る ―
	山田 茂樹 先生
名古屋市立大学医学研究科

	11:15～12:00
	視力100万で見るブラックホール
	秦 和弘 先生
名古屋市立大学理学研究科

	12:00～12:10
	総合討論・質疑応答
	講演者3名


※9:30開会、12:15終了（予定）。時間割は変更となる場合があります。
市民公開講座の参加申込：https://forms.gle/o7k5czbD8ciY74P48
企業協賛プラン
開催概要
	項目
	内容

	学術集会
	2027年9月10日（金）～11日（土）

	市民公開講座
	2027年9月12日（日）

	会場
	名古屋市立大学 田辺通キャンパス（薬学部）
シンポジウム：宮田専治記念ホール／企業展示：キャンパスモール

	主催
	日本バイオイメージング学会、名古屋市立大学薬学研究科

	参加予定者数
	200～250名（予定）


協賛金額はすべて税込です。企業展示・企業プレゼンテーション・広告掲載など、ご希望に応じたプランをお選びいただけます。
	区分
	募集数
	協賛金額（税込）

	ゴールドスポンサー
展示＋企業プレゼンテーション等
	6件
	210,000円（180タイプ）
140,000円（90タイプ）

	展示ブース
	16件
	160,000円（180タイプ）
90,000円（90タイプ）

	企業プレゼンテーション
	6件
	50,000円

	ランチョンセミナー
	1件
	250,000円

	要旨集広告 1ページ
	制限なし
	50,000円

	要旨集広告 1/2ページ
	制限なし
	30,000円

	スクリーン広告 30秒
	制限なし
	30,000円

	大会HPバナー広告
	制限なし
	20,000円


※180タイプ：パネル2枚・机1台。90タイプ：パネル1枚・机1/2台。
各協賛プランの詳細
ゴールドスポンサー
展示ブース（180タイプまたは90タイプ）、要旨集広告1ページ、企業プレゼンテーション、大会HPバナー広告をセットにしたプランです。特典として、大会HPトップページに企業ロゴを掲載します。
展示ブース
展示会場：キャンパスモール（ポスター会場・企業ブース）
展示期間：2027年9月10日（金）～11日（土）
展示時間、搬入・搬出日時、ブース配置は決定次第ご案内します。
セット内容（予定）
展示パネル（W900×H2100 mm）：180タイプは2枚、90タイプは1枚
展示机（W1800×D450 mm）：180タイプは1台、90タイプは1/2台
社名板、椅子1脚、要旨集広告1ページ、大会HPバナー広告（追加費用なし）
展示設備の詳細は、決定次第ご案内します。
企業プレゼンテーション 50,000円
実施時間：シンポジウムの間（具体的な日時は調整中）
会場：宮田専治記念ホール
発表10分・質疑応答5分。展示企業を対象に実施します。
ランチョンセミナー 250,000円
45分間のセミナーです。昼食提供、整理券配布、大会HPバナー広告、要旨集広告1ページ、会場使用料および映像・音響設備の使用を含みます。開催日時・会場・昼食の手配方法等は、事務局より別途ご案内します。
広告掲載
要旨集広告：1ページ50,000円、1/2ページ30,000円。
スクリーン広告：30秒30,000円。
大会HPバナー広告：20,000円。
※展示ブース・ゴールドスポンサーには、HPバナー広告がセットに含まれます。
広告原稿のサイズ・形式、入稿期限、スクリーン広告の上映時間帯、HPバナーの掲載期間は、決定次第ご案内します。
会場のご案内
名古屋市立大学 田辺通キャンパス（薬学部）
シンポジウム・企業プレゼンテーション：宮田専治記念ホール
ポスター発表・企業展示：キャンパスモール
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薬学部会場外観
シンポジウム会場と企業展示会場
左：宮田専治記念ホール　　右：キャンパスモール
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お問い合わせ
事務局：名古屋市立大学大学院薬学研究科 多階層生命機能解析学分野内（担当：矢木 宏和）
E-mail：bioimaging36@phar.nagoya-cu.ac.jp ／ hyagi@phar.nagoya-cu.ac.jp
大会HP：https://bioimaging-nagoya-2027.yagi-6165.chatgpt.site/
最新ポスター：学術集会 ／ 市民公開講座
お申し込みとお支払い
下記の申込フォームよりお申し込みください。受付状況は事務局へお問い合わせください。
https://forms.gle/9U8aYCuDgaX1A5ZX8
ご希望の協賛プランやご相談事項は、上記の事務局へお問い合わせください。
申込締切：2027年6月30日
振込先
銀行名：三菱UFJ銀行　店番：278
口座種別：普通　口座番号：0137223
口座名義：第36回日本バイオイメージング学会学術集会　大会長　矢木宏和
お支払期限・キャンセル条件は、後日ご案内します。
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